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年会の総数は 251 に達したというが、その大多数は 1920 年に設立されたものであった。
青年会の設立ブームは以後も続き、1921 年には 446、1922 年には 488 に達した 
62
。つまり、





えば、1920 年 4 月、咸鏡北道富寧郡富寧面沙口洞では、青年が富寧青年信睦会を組織し
ている 
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